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あ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
余
。
２
０
１
５
年
１
月
20
日
、
日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
の
第
５
代
主
教
で
、
桃
山
学
院
の
元
・
学
院
長
、
高

野
晃
一
主
教
は
呼
吸
器
不
全
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
満
82
）。
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
先
の
病
院
で
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、

高
野
主
教
は
ふ
る
さ
と
、
埼
玉
県
東
松
山
市
在
住
。
通
夜
の
祈
り
は
23
日
、
葬
送
式
は
翌
24
日
、
北
関
東
教
区
の
東
松
山
聖
ル
カ
教
会
で

大
西
修
大
阪
教
区
主
教
・
桃
山
学
院
長
（
い
ず
れ
も
当
時
）
に
よ
る
司
式
で
行
な
わ
れ
、
説
教
は
、
そ
れ
ぞ
れ
斎
藤
英
樹
司
祭
（
北
関
東

教
区
）、
葬
送
式
は
広
田
勝
一
主
教
（
同
）
で
し
た
。

　

か
つ
て
20
年
に
わ
た
り
教
区
主
教
を
務
め
ら
れ
た
、
元
・
桃
山
学
院
長
、
故
・
木
川
田
一
郎
主
教
（
昨
２
０
１
５
年
３
月
18
日
逝
去
／

享
年
満
89
）
の
教
区
主
教
定
年
退
職
の
期
日
が
１
９
９
５
年
３
月
末
に
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
１
９
９
４
年
、
日
本
聖
公
会
法
規
に
従
っ
て
大

阪
教
区
で
は
次
代
主
教
選
挙
の
た
め
２
度
ま
で
臨
時
教
区
会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
当
選
者
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
招
集
さ

れ
た
日
本
聖
公
会
の
臨
時
総
会
で
当
教
区
主
教
に
選
出
さ
れ
た
の
が
、
当
時
、
北
関
東
教
区
に
お
ら
れ
た
高
野
晃
一
司
祭
で
し
た
。

　

生
活
や
働
き
に
お
い
て
馴
染
み
き
っ
て
お
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
北
関
東
教
区
、
ま
た
、
自
然
や
歴
史
や
文
化
の
面
で
高
野
主
教
な
ら
で
は

の
深
い
親
し
み
を
抱
い
て
お
ら
れ
た
に
違
い
な
い
関
東
の
地
を
離
れ
、
遣
わ
さ
れ
た
地
、
大
阪
は
、
も
ち
ろ
ん
神
戸
も
、
そ
の
頃
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
被
災
の
さ
中
。
ち
ょ
う
ど
21
年
前
、
１
９
９
５
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
害
が
ま
だ
ま
だ
、
目
に

元
・
学
院
長
　
故
・
高
野
晃
一
主
教
を
偲
ん
で

原
　
田
　
光
　
雄
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見
え
て
生
々
し
い
頃
で
し
た
。
言
わ
ば
、
桃
山
学
院
が
所
在
す
る
、
大
阪
教
区
を
含
む
地
域
全
体
が
自
然
災
害
に
よ
る
非
常
事
態
の
中
で

７
月
、
主
教
按
手
式
・
教
区
主
教
就
任
式
が
行
な
わ
れ
、
高
野
主
教
は
そ
の
新
た
な
働
き
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
震
災
に
よ
り
主
教
座
聖
堂
（
川
口
基
督
教
会
）
は
礼
拝
堂
が
、
特
に
塔
を
含
め
一
部
が
倒
壊
し
て
傾
き
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
他
、
大
阪
教
区
の
幾
つ
か
の
教
会
も
さ
ま
ざ
ま
に
被
災
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
按
手
式
等
は
主
教
座
聖
堂
で
は
執
行
で
き
ず
、

プ
ー
ル
学
院
（
中
高
／
大
阪
市
生
野
区
）
の
体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
、
式
に
臨
ん
だ
高
野
主
教
の
胸
に
は
、
主
教
座
聖
堂

の
被
災
現
場
で
拾
っ
た
と
い
う
古
釘
で
組
み
な
し
た
十
字
架
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
遣
わ
さ
れ
た
地
に
お
け
る
働
き
に
対
す
る
高
野
主

教
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
、
そ
の
十
字
架
は
表
わ
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
大
震
災
に
直
面
し
、
大
阪
教
区
内
外
に
お
け
る
有
形
・
無
形

の
い
わ
ゆ
る
復
興
へ
の
取
り
組
み
に
始
ま
っ
て
後
８
年
に
わ
た
り
、
２
０
０
３
年
３
月
末
の
定
年
退
職
ま
で
、
高
野
主
教
は
大
阪
教
区
主

教
を
勤
め
、
こ
の
間
に
、
木
川
田
主
教
退
任
の
あ
と
を
受
け
て
桃
山
学
院
長
に
就
任
し
、
そ
の
職
責
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
惹
き
起
こ
さ
れ
、
時
を
合
わ
せ
て
、
高
野
主
教
が
来
阪
し
、
大
阪
教
区
主
教
や
桃
山
学
院
長
と
し
て
の
職
務
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
、そ
の
始
ま
り
の
年
１
９
９
５
年
、日
本
聖
公
会
は
、当
時
１
３
０
余
年
の
歩
み
に
お
い
て
、自
ら
の
歴
史
を
総
括
し
、

社
会
の
た
だ
中
で
働
く
教
会
共
同
体
と
し
て
、キ
リ
ス
ト
教
（
福
音
）
宣
教
の
新
た
な
基
本
姿
勢
を
内
外
に
向
け
明
確
に
表
明
し
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
同
じ
年
の
８
月
、
清
里
の
清せ
い
せ
ん
り
ょ
う

泉
寮
（
山
梨
県
）
に
お
い
て
宣
教
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
参
加
者
た
ち
に
よ
り
「
9̓5 
宣
教

協
議
会
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
翌
１
９
９
６
年
５
月
、
日
本
聖
公
会
第
49
（
定
期
）
総
会
で
、
そ
の
宣
言
を
ベ
ー
ス

に
し
た
「
日
本
聖
公
会
の
戦
争
責
任
に
関
す
る
宣
言
を
決
議
す
る
件
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
提
案
理
由
に
「
日
本
聖
公
会
は
１
９
９
５
年
８
月
、
清
里
清
泉
寮
に
お
い
て
、『
日
本
聖
公
会
の
宣
教
―
歴
史
へ
の
責
任
と
21
世

紀
へ
の
展
望
』
を
主
題
に
宣
教
協
議
会
を
開
催
し
た
。
こ
こ
で
採
択
さ
れ
た｢
9̓5 
宣
教
協
議
会
宣
言｣

を
う
け
て
、
本
総
会
は
日
本
聖
公

会
の
戦
争
責
任
、
こ
と
に
総
会
が
負
う
べ
き
責
任
を
痛
感
し
、『
日
本
聖
公
会
の
戦
争
責
任
に
関
す
る
宣
言｣

を
決
議
す
る
』
と
記
さ
れ
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て
い
ま
す
。
そ
の
宣
言
文
本
文
は
、
日
本
聖
公
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
９
９
５
年
日
本
聖
公
会
宣
教
協
議
会
の｢

宣
言｣

と
、
そ
れ
に
基
づ
く
、
翌
96
年
日
本
聖
公
会
総
会
の｢

決
議｣

を
受
け
、

１
９
９
７
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
教
区
宣
教
協
議
会
（
於
・
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
六
甲
研
修
セ
ン
タ
ー
）
の
実
行
委
員
会
で
は
、
口
角
泡

を
飛
ば
し
て
ぶ
つ
か
り
合
う
場
面
が
幾
度
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
０
年
、教
役
者
の
勤
務
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
教
区
会（
司

祭
等
の
教
役
者
議
員
と
各
教
会
か
ら
選
ば
れ
た
信
徒
代
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
決
議
機
関
）
内
外
で
継
続
的
に
激
し
い
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
野
主
教
の
定
年
退
職
を
翌
年
３
月
に
ひ
か
え
た
２
０
０
２
年
、
次
代
主
教
選
挙
の
た
め
の
臨
時
教
区
会
（
４
月

21
日
／
投
票
回
数
20
回
）
で
当
選
者
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
憂
慮
し
た
相
当
数
の
人
た
ち
が
、｢

可
能
な
限
り
の
意
見
交
換
と
将
来

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
協
議
を
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
を
願
っ
て｣

、
そ
の
旨
を
目
的
と
す
る
臨
時
教
区
会
の
招
集
を
請
求
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
第
２
回
選
挙
の
臨
時
教
区
会
（
９
月
29
日
）
に
先
立
ち
も
う
一
つ
、
第
87
臨
時
教
区
会
が
９
月
15
日
に
招
集
さ
れ
、
異
例
の

内
容
、
議
事
運
営
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
第
２
回
選
挙
の
臨
時
教
区
会
で
も
27
回
の
投
票
を
経
て
な
お
、
当
選
者
を

得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
と
き
も
や
は
り
日
本
聖
公
会
の
総
会
で
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
先
立
つ
別
の
総
会
で
選
ば

れ
て
大
阪
教
区
を
離
れ
、
当
時
す
で
に
北
関
東
教
区
主
教
で
あ
っ
た
宇
野
徹
主
教
（
後
に
、
高
野
主
教
の
後
任
と
し
て
の
桃
山
学
院
長
）

が
あ
ら
た
め
て
選
出
さ
れ
、
当
教
区
主
教
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

穏
や
か
で
実
直
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
〝
対
決
〟
を
好
ま
な
い
、
感
じ
た
ま
ま
を
言
え
ば
そ
ん
な
印
象
の
高
野
主
教
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、

太
い
黒
縁
の
眼
鏡
を
か
け
た
そ
の
顔
は
い
つ
も
微
笑
ん
で
い
ま
す
。
万
葉
集
や
良
寛
さ
ん
、
津
軽
三
味
線
、
文
楽
、
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
か
ら

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
チ
ャ
ン
ト
、
バ
ッ
ハ
ま
で
、
夫
人
の
春
代
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
好
き
な
も
の
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
高
野
主
教

で
す
が
、
一
番
好
き
な
も
の
は
？
の
問
い
に
、「
聖
書
だ
な
」。
そ
し
て
、
口
癖
は
「
イ
エ
ス
さ
ま
に
会
い
に
行
く
ん
だ
」。
掲
げ
ら
れ
た
好

き
な
も
の
リ
ス
ト
に
敢
え
て
加
え
る
と
す
れ
ば
、
往
年
の
在
英
時
代
に
パ
ブ
で
よ
く
飲
ん
だ
と
い
う
ギ
ネ
ス
ビ
ー
ル
と
（
そ
う
言
え
ば
、
黙
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想
指
導
の
と
き
だ
っ
た
か
、
相
当
の
時
間
を
か
け
て
ケ
ル
ト
音
楽
に
つ
い
て
、
実
際
に
曲
を
聴
き
な
が
ら
豊
か
な
お
話
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
）、
も
う
一
つ
、
在
阪
時
代
に
お
気
に
入
り
だ
っ
た
、
通
天
閣
の
ふ
も
と
に
広
が
る
新
世
界
の
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
横
丁
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
２
月
11
日
に
主
教
座
聖
堂
で
行
な
わ
れ
た
高
野
晃
一
主
教
逝
去
記
念
聖
餐
式
に
は
、
当
教
区
の
現
職
・
退
職
教
役
者
ほ
ぼ
全
員
が

式
服
を
着
用
し
て
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
加
わ
り
、
１
０
０
名
余
が
参
列
し
ま
し
た
。
遺
族
と
し
て
遠
路
は
る
ば
る
、
ご
家
族
と
と
も
に
参

列
し
、
式
後
に
語
ら
れ
た
春
代
さ
ん
の
お
話
は
、
大
阪
で
の
８
年
間
を
も
包
み
込
み
、
高
野
晃
一
主
教
の
全
体
像
を
、
死
別
の
寂
し
さ
の

中
に
あ
っ
て
も
微
笑
ま
し
く
、
感
謝
を
も
っ
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

定
年
退
職
後
、
か
つ
て
滞
在
し
て
い
た
英
国
に
ご
夫
妻
で
渡
り
、
ち
ょ
う
ど
10
年
間
、
高
野
主
教
は
立
教
英
国
学
院
で
チ
ャ
プ
レ
ン
と

し
て
働
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
。
そ
し
て
、
２
０
１
３
年
の
秋
、
プ
ー
ル
学
院
（
中
高
）
メ
ア
リ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
大

阪
教
区
成
立
90
周
年
記
念
礼
拝
で
は
聖
職
団
の
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
加
わ
り
、
元
気
な
姿
で
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
年
後
、
２
０
２
３
年
、
大
阪
教
区
は
成
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
３
年
前
、
90
周
年
を
特
に
記
念
し
た
の
は
、
無
論
そ
の
こ
と

自
体
の
意
味
の
重
要
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、１
０
０
周
年
を
迎
え
る
準
備
を
10
年
か
け
て
、つ
ま
り
、地
に
足
つ
け
て
し
っ
か
り
や
ろ
う
、

と
の
気
持
ち
の
表
明
で
も
あ
り
ま
し
た
。
教
区
（
教
会
）
に
し
ろ
、
学
校
に
し
ろ
、
そ
し
て
、
社
会
や
国
家
に
し
ろ
、
共
同
体
に
連
な
る

一
人
ひ
と
り
の
人
物
像
や
生
き
ざ
ま
を
、
そ
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
出
来
事
を
、
す
な
わ
ち
そ
の
共
同
体
の
、
絶
え
間
な
い
時
の
流
れ
と

し
て
の
歴
史
を
、
ま
ず
は
で
き
る
限
り
あ
り
の
ま
ま
、
ま
っ
す
ぐ
見
つ
め
、
分
か
ち
合
う
営
み
を
続
け
て
い
く
必
要
を
感
じ
ま
す
。
死
別

は
悲
し
く
寂
し
い
も
の
で
す
が
、
故
人
を
偲
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
人
の
属
し
た
共
同
体
、
言
い
換
え
れ
ば
こ
の
場
合
、
大
阪
教
区
や
桃
山
学

院
、
ひ
い
て
は
私
た
ち
の
日
本
社
会
そ
の
も
の
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
信
じ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
そ
の
２
０
２
３
年
、
桃
山
学
院
は
創
立
１
３
９
年
で
す
。
そ
の
歴
史
は
今
年
、
20
世
紀
ま
る
ご
と
と
、
前
後
す
る
19
世
紀

と
21
世
紀
そ
れ
ぞ
れ
ち
ょ
う
ど
16
年
ず
つ
を
経
た
、
一
つ
の
節
目
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
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北
関
東
か
ら
大
阪
の
地
に
遣
わ
さ
れ
、
大
阪
教
区
主
教
で
あ
り
、
桃
山
学
院
長
を
務
め
ら
れ
た
高
野
晃
一
主
教
の
魂
の
平
安
と
、
春
代

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
ご
遺
族
の
日
々
へ
の
豊
か
な
祝
福
を
、
あ
ら
た
め
て
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
拙
文
は
、
日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
連
合
男
子
会
報
最
新
第
37
号
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
を
部
分
的
に
書
き
改
め
た
も
の
で
す
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
司
祭
）
　

　
［
略
歴
］

一
九
三
二
年
八
月
七
日　
　

埼
玉
県
に
て
生
ま
れ
る

一
九
五
八
年
三
月　
　
　
　

立
教
大
学
文
学
部
英
米
文
学
科
卒
業

一
九
六
一
年
三
月　
　
　
　

聖
公
会
神
学
院
卒
業

　
　
　
　
　

四
月　
　
　
　

教
区
（
志
木
）
学
生
セ
ン
タ
ー
（
現
・
志
木
聖
母
教
会
）
チ
ャ
プ
レ
ン
、
大
宮
聖
愛
教
会
副
牧
師

一
九
六
二
年　
　
　
　
　
　

執
事
按
手

一
九
六
四
年　
　
　
　
　
　

司
祭
按
手

一
九
六
六
年
七
月　
　
　
　

英
国
の
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
卒
業

　
　
　
　
　

九
月　
　
　
　

日
立
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
牧
師

一
九
六
七
年
三
月　
　
　
　

日
立
二
葉
幼
稚
園
長

一
九
七
二
年
三
月　
　
　
　

東
松
山
聖
ル
カ
幼
稚
園
長

　
　
　
　
　

四
月　
　
　
　

東
松
山
聖
ル
カ
教
会
牧
師

一
九
七
六
年
四
月　
　
　
　

英
国
聖
公
会
ダ
ラ
ム
教
区
の
産
業
伝
道
計
画
に
参
画
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一
九
七
八
年
四
月　
　
　
　

東
松
山
聖
ル
カ
教
会
牧
師
、
熊
谷
聖
パ
ウ
ロ
教
会
・
佐
野
聖
公
教
会
・
毛
呂
山
聖
霊
教
会
管
理
牧
師

一
九
八
〇
年
四
月　
　
　
　

佐
野
聖
ア
グ
ネ
ス
幼
稚
園
長

一
九
八
三
年
一
月　
　
　
　

毛
呂
山
愛
任
幼
稚
園
長

一
九
八
四
年
四
月　
　
　
　

前
橋
聖
マ
ッ
テ
ア
教
会
牧
師

一
九
八
五
年
一
月　
　
　
　

新
町
聖
公
会
幼
稚
園
長

一
九
九
五
年
七
月　
　
　
　

日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
主
教
、
プ
ー
ル
学
院
理
事

二
〇
〇
〇
年
五
月　
　
　
　

桃
山
学
院
学
院
長

二
〇
〇
三
年
四
月　
　
　
　

立
教
英
国
学
院
チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
渡
英

二
〇
一
三
年　
　
　
　
　
　

帰
国

二
〇
一
五
年
一
月
二
〇
日　

呼
吸
器
不
全
の
た
め
逝
去

卒業アルバム（2003）より
※桃山学院高校

高野晃一師による画
※口絵にカラーあり


